
第33期青少年問題協議会
令和7年度の取組について（案）

～子ども・若者の意見を聴取・反映するための仕組構築へ向けた審議～

01 子ども・若者総合計画での位置づけ

02 仕組み構築へ向けたロードマップ

03 仕組み構築へ向けた附属機関での審議

04 令和７年度の取組について（案）

令和7年7月22日

第33期青少年問題協議会
第1回定例協議会

資料3

新たな計画においては、これまでの「PDCAサイクル」に基づく検証を強化し、豊島区独自の

手法である「豊島区子ども・若者アクションステップ」を新たに導入することで、区のあらゆ

る取組に子ども・若者等の意見を反映させていくことを明記

子ども・若者総合計画での位置づけ01

STEP1
意見を聴く対象の検討、テーマ
設定、実施体制構築、人員確保、
等

STEP2
STEP1の内容について、対象
からの意見聴取

STEP3
STEP2で聴いた意見を受け止
め・検証し、どのように反映す
るのかを検討し、事業を実施

STEP4
STEP２で聴いた意見がどのよ
うに扱われたのかを対象へ説
明

STEP5 
STEP1～4の取組について、
審議会による点検・評価を受
け・これを反映し施策を改善

：子どもレター・子ども会議 等 ：スキップやジャンプの利用者会議 等

「豊島区子ども・若者アクションステップ」の活用により、各施策に子ども・

若者等の意見を反映する効果的な仕組みを構築する。
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現状把握
～

概要構築

● 庁内で進められている現状の仕組みを把握・整理

→①意見を区政へ反映させることを目的とした取組と、②身近な個別

の取組において広範な思いを聴き、反映させる取組の別に整理

→整理した内容を踏まえて、課題と解決策を検討

● これまでの取組が少ない特定課題への仕組みを検討

→困難な状況（不登校、生活困窮、ひとり親）にある子ども、ヤングケア

ラー、外国ルーツの子ども、障害のある子ども等、様々な状況に

あって、声を聴かれにくい子ども・若者への仕組みを検討

特定課題への対応

豊島区型の仕組構築

● 豊島区の意見聴取・反映の仕組みを構築

→子ども・若者の意見が当たり前に反映される区政への仕組み構築

検証手法の構築

仕組構築へ向けたロードマップ02

● 仕組みの実効性を検証評価する手法を検討

→「子どもの権利保障」の観点から子ども・若者の意見聴取・反映の

取組を検証する評価軸を検討

01

02

03

04

仕組構築へ向けた附属機関での審議03

【青少年問題協議会】 【権利委員会】

◎

◎

△
検証の評価軸検討へ向けて
相談施策に特化し審議

△
検証の評価軸検討へ向けて

相談施策に特化し審議

◎ ◎
検証の評価軸構築

審議会の所掌

青少協 ：区の子ども・若者施策を総括審議

権利委員会：子どもの権利保障の観点から施策を検証

現状把握
～

概要構築

特定課題への対応

豊島区型の仕組構築

検証手法の構築

01

02

03

04
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令和7年度の取組について（案）04

年月 回数 主な議題

R7年
7月

★第1回
・会長・副会長選出 ○第33期の運営について
・令和7年度の取組案について

8月
～2月

☆第1回
・区内で進められている

意見聴取・反映の取組について
子ども・若者総合計画令和
6年度実施状況について☆第2回

・特定課題に対する
意見聴取・反映の取組について

☆第3回
・仕組みの実効性を点検・評価する

検証手法について

R8年
3月

★第2回
・豊島区子ども・若者の意見を聴取・反映する仕組みについて
・子ども・若者総合計画 令和6年度実施状況について

●主な審議事項とスケジュール案

(1) 審議事項
① 子ども・若者の意見を聴取・反映するための仕組みについて
② 子ども・若者総合計画（令和2～6年度）令和6年度実施状況について

(2) スケジュール
（★定例協議会、☆専門委員会）
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